
スペース 原稿サイズ（天地×左右） 料金（税別）
年間回数割引料金（税別）

3回 6回 12回

カラー表-1 下記参照 ￥400,000 -

カラー表-2 297×210（断裁） ￥250,000 ￥225,000 ￥212,500 ￥200,000

2色表-2 260×180（枠付） ￥225,000 ￥202,500 ￥191,250 ￥180,000

カラー表-3 297×210（断裁） ￥200,000 ￥180,000 ￥170,000 ￥160,000

2色表-3 260×180（枠付） ￥180,000 ￥162,000 ￥153,000 ￥144,000

カラー表-4* 274×194（断裁） ￥300,000 ￥270,000 ￥255,000 ￥240,000

カラー表-2対向 260×180（枠付） ￥230,000 ￥207,000 ￥195,500 ￥184,000

白黒表-2対向 260×180（枠付） ￥170,000 ￥153,000 ￥144,500 ￥136,000

カラー前付1頁 260×180（枠付） ￥200,000 ￥180,000 ￥170,000 ￥160,000

カラー前付½  頁 120×180（枠付） ￥120,000 ￥108,000 ￥102,000 ￥96,000

白黒目次対向色紙 260×180（枠付） ￥140,000 ￥126,000 ￥119,000 ￥112,000

白黒色紙 260×180（枠付） ￥120,000 ￥108,000 ￥102,000 ￥96,000

白黒前付1頁 260×180（枠付） ￥100,000 ￥90,000 ￥85,000 ￥80,000

白黒前付½  頁 120×180（枠付） ￥60,000 ￥54,000 ￥51,000 ￥48,000

記事中挟込** B5以上A4以下 ￥250,000 ￥225,000 ￥212,500 ￥200,000

■表紙広告規格

A

B
C

■広告原稿サイズ規格

■データ入稿の注意事項

断裁版 枠付1頁 枠付½  頁

210ｍｍ

297ｍｍ

180ｍｍ

260ｍｍ 120ｍｍ

180ｍｍ

☆広告原稿の制作費は、広告主でご負担ください。
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媒体資料

創刊1946年、土木技術は2006年1月号よりA4サイズに！
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広告料金およびサイズ

広告掲載料金（広告料金には別途消費税が加算されます）

原稿サイズと制作上の注意事項

広告代理店 発行
土木技術社（理工図書株式会社）

申し込み締切と入稿締切 付則

● カラー表-1広告については事前のお打ち合わせが必要です。
● 断裁版の頁は枠付でも掲載可能です。
● 回数割引料金は、1年以内の回数に基づいて適用します。
● 2色広告頁は、プロセス4色のうち、スミ版とC版、Y版、M版のうち1版
を用いたものとします。

● その他不明点は広告代理店または弊社までお問い合わせください。

■申込締切：発行日の35日前
■入稿締切：発行日の30日前

広告原稿は、Macデータ・出力見本・入稿表（日本雑誌協会版）のセットでお願いします。使用ア
プリケーション、フォント等の詳細は事前にお打ち合わせください。カラー原稿の校正はDDCP
になります。
●日本雑誌協会ホームページ　http://www.j-magazine.or.jp/

A.表紙写真スペース：天地140ｍｍ×左右180ｍｍ以内
B.表紙写真説明文：10文字程度×2行まで
C.社名・団体名：ロゴの使用も可
●表紙写真説明文：目次頁に掲載・13字×10行程度

例：8月号の場合
発行日：7月25日

申込締切：6月20日（発行日の35日前）
入稿締切：6月25日（発行日の30日前）

〒102-0082 東京都千代田区一番町27-2 理工図書ビル4F
TEL.03-3230-0225　FAX.03-3262-8247
E-mail : doboku@rikohtosho.co.jp
http://www.rikohtosho.co.jp

06012000FLEX6854

創刊
60周年

*表-4は、天と小口のみ断裁となります。詳細はお問い合わせください。
**印刷代、用紙代は含まれていません。二つ折りの場合は、50％増加となります。



公務員
37％

他
7％

建設会社
22％

土木関係会社員
18％

コンサルタント
16％

ますます充実の技術解説！！
 は、A4に…さらに見やすく！

●1899年 鉄道時報局として発足し「鉄道時報」を創刊。
●1922年 鉄道時報局内に「シビル社」を設立。
 月刊「土木建築誌CIVIL ENGINEERING & ARCHITECTURE」を創刊。
●1937年 誌名を「土木ニュース」に改題。
●1940年 社名を「土木技術社」と改め、「土木技術」を創刊。
●1944年 「土木科学」を創刊。この後戦争で中断のやむなきに至る。
 社名変更「理工図書株式会社」となる。
●1946年 「土木科学」を「土木技術」の誌名に戻し復刊。
●2006年 誌面刷新、判型をB5からA4に拡大。

B5
A4

発行以来60年！
「土木技術」は業界の信頼を得て、
多くの読者に支えられてきました。

若い土木技術者の参考書となるよう、様々な現場の生
の情報を主体に編集。土木工事の設計と施工にすぐ
役立つことを目標とし、各部門にわたり実例および技
術・製品などを、多数の挿入図版や写真により一目瞭
然に理解できるよう掲載します。記事内容は、編集委
員が厳選し、業界の指針となるよう目指します。

編集方針

土木施設の設計・施工の概要紹介です。実際に採用
され役立っている技術、幅広く使用され信頼のおける
技術群の紹介です。また、通常の技術でも有効な構成
例や工夫ある成功例など、実際の現場での実例紹介な
ので、安心して参考にできます。すぐに現場で役立つ
事例紹介です。

工事報告

年間を通じ、毎偶数月号は編集企画として工法や土木
資材等の特集をお届けしています。偏向のない信頼性
の高い情報を編集委員の目がセレクト。その分野の最
新情報、概観をカバーできると同時に、ポイントを要
領良くまとめ確実に役立つことを目標としています。

特　　集

国土交通省、土木各界キーマンの、他では聞けない本
音が見える貴重な情報源です。中央の省庁や業界の
ホットな話題が持ち出され、土木業界の未来のビジョ
ンを一歩先につかめます。また、土木技術者としての
基本的考え方や哲学が、知らず知らず身に付きます。

時　　評

環境

地方

新技術

基本技術

資格試験

明日の

発信は

確かな

重要な

大好評

子供達にそしてその子供達のために、今何
をすべきか、何をしてはならないか、未来
に何を残すのか、土木技術のあらゆる観点
から様々な記事を掲載しています。
現場からの報告は、リアルな教科書です。

地方からの技術の発信が活発です。「連載・
現場からの技術の発信」は、地方から生ま
れた新技術等に着目。「土木・お国じまん」
「ちょっと工夫した工事」など、大規模工事
のみならず、全国に紹介していきます。

連載「土木研究所の新技術」「下水道・新技
術紹介」は、実戦に役立つ貴重な記事で大好
評をいただいています。また、NETISや、建
設技術審査証明といった新技術の活用が叫
ばれる今、製品・工法にはますます “質” が
問われる時代です。本物を見分ける目を読
者の立場で。

連載「わかり易い擁壁の設計講座」をはじ
め、重要な土木の基本を設計例等で紹介。
下水道関連や要望の多い工種を、若い土木
技術者にもすぐに応用できることを目指し
て紹介しています。

「技術士・技術士補シリーズ」は、本誌の定
番。解答試案の速報など専門家による解説
を掲載。「土木施工管理技術検定」では、加
えて試験制度の概要説明や出題傾向の分析
と対策など、土木技術者の育成は責務と考
え、積極的に応援しています。

近畿 23.3％

中国 5.8％

四国 1.5％

九州 3.4％

北海道 7.4％

東北 16.1％

関東 27.3％

北陸 4.8％

中部 9.3％

海外 1.1％

地域別配本率年齢別配本率

職種別配本率

発 行 所 土木技術社

制 作 理工図書（株）

創 刊 大正11年（シビルエンジニア アンド アーキテクチャ）

判 型 A4

発 行 日 当月1日

発行部数 23,000部

価 格 定価1,020円（本体971円）・特別定価1,200円（本体1,143円）

定期購読 12,240 円（送料含む）／年間 12冊

50％
40％
30％
20％
10％

～30歳 ～40歳 ～50歳

45％   

定期購読か、広告のご出稿で、
「土木技術」過去60年分が無料で
ダウンロード可能です！

NEW

■定期購読の会員登録または、広告の年間ご出稿により、60年分の「土木技
術」バックナンバーが、弊社ホームページから無料で検索閲覧・ダウンロード
可能になります。あなたの見たい・探したい記事が創刊号から現在*まで
簡単便利にご覧になれます。*ご覧になれる記事は創刊号より前年度分までの記事です。

www.doboku-g .com

連載「スポットライト」では、大学や土木建
設業界の様々な研究機関にスポットを当
て、近未来に大いに貢献していくであろう
技術や研究開発のリポートを、いちはやく
お届けします。

新連載

研究

50歳～

6％
16％

33％


